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●H31.1.26 竹切り・竹出し作業を行いました。 

 当日は、関東でも雪の予報が出ているほど寒い 

日でしたが、村の青龍保存会、建設協力会、地域 

おこし協力隊、事務局計 20 名で約 80 本の真竹を 

切り出しました。 

今年は、例年とは違う場所での作業となり、皆さんのご協力によりスムーズな作業のもと、ケ 

ガもなく無事に終了することができました。若い方々の活気ある動きや、ベテランの方々の的確

な指示など、今年の青龍祭に向けて皆さんが一緒になって作業されていることがうれしく感じ

られました。 

実行委員会は、今年の青龍祭に向けて動き始めました。次回の作業は、２月です。本日切り出 

した竹で、タガや胴体の骨の一部を作成します。また、カヤ場の管理も引き続き行っていきます。 

ご協力いただきました皆様、本当にありがとうございました。 

   

 

●H31.2.7 カヤ場の管理を行いました。 

 夏に刈ったきりだったカヤを 10 ㎝ほど残して刈り取りました。 

すっかり冬色のカヤの中に、隠れるように緑色の新芽がでていま 

したが、今年の夏に向けて全て刈りました。今年もいいカヤが育 

ってくれるよう祈るばかりです。カヤは、長さや色など、龍のう 

ろこになるためとても重要な龍の一部です。冬の間に刈ることで、 

また元気な新しいカヤが育っていきます。今後も様子を見ながら、カヤの株の間の草刈などを行

っていきます。 

 

 



●H31.2.23 竹割り・タガ作り作業を行いました。 

 雨の予報で天気が心配されましたが、当日は晴れで作業日和とな 

りました。 

 本日は、先月切り出した竹を４分割と８分割にし、それらを使っ 

てタガや骨格の一部を作成しました。実行委員をはじめ、青龍保存 

会・建設協力会・地域おこし協力隊の方々２２名の方にご協力をい 

ただき、ケガもなく作業をすることができました。ご協力いただきました皆様、本当にありがと

うございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 今年度の作業は本日で終了です。次の作業は、６月に緑ことぶき連合会の皆様の指導のもと、

小学生とわらすぐり作業を行います。今年も村内の皆様からワラをいただきました。村の方々に

様々なご協力をいただき青龍祭が行えることに、実行委員一同感謝を申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

●R 元.5.20 カヤの状態を確認しました。今年も発育がよく、現時点で、肩の高さぐらいまで育

っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



●R 元.６.５ 本日、わらすぐり作業を実施しました。例年よりも人数が少ない中でのわらすぐ

りでしたが、緑ことぶき連合会のみなさん、放課後子ども教室の子どもたちが一丸となって作業

を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●R 元.７.５ カヤ場の草刈作業を実施しました。雨の影響で延期となり、例年よりも遅く刈る

ことになりました。カヤの発育がとてもよく草刈作業は大変でしたが、今年も立派な青龍のうろ

こになると思うと胸が膨らみます。また、カヤを干すための器具も設置しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●R 元.７.12 清川村煤ヶ谷婦人会の皆様に、青龍祭会場に飾る「花」と青龍に願いを託す「祈

願札」を作成していただきました。 

 

 

 

 

 

 



●R 元.７.20 順調に成長していたカヤですが、16 年ぶりと言われる寒い７月の影響で成長が遅

くなったため、当初の予定を一週間延期し、カヤ刈り作業を行いました。延期になりましたが、

昨年よりも多い 35 名の方にご協力をいただき、予定よりも早く作業が完了しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●R 元.７.21 龍作り１日目 本日から龍作り開始です。カヤ刈りの延期に伴い、１日遅れでの

スタートです。少ない人数でしたが、午前中だけで青龍の骨格は完成しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次回の作業は、小学生と清川村煤ヶ谷婦人会の皆さんでこも編み作業です。青龍の骨

格が完成していないと編んだ「こも」がつけられないので、骨格が１日で完成するか心

配されましたが、そんな心配も忘れてしまうほどスムーズに作業が行われました。 



●R 元.７.27 龍作り２日目・こも編み作業 

 本日は、清川村煤ヶ谷婦人会の皆さんにご指導いただきながら、小学校児童により、こも編み

作業を実施しました。総勢 60 名のご協力により立派なこもが完成しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●R 元.７.28 龍作り３日目 今日の作業は主に青龍のひげや舌など頭部の作業をしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



●R 元.８.３ 龍作り４日目 今日の作業は青龍の各部分の取り付け及び作成を行いました。顔

の部分ではキバ・目・鼻を、胴体はこも編み作業で作った「こも」の取り付けを行い、爪と尾の

部分は作成したり、青龍祭当日にパレードなどで使用するかつぎ棒の準備をしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●R 元.８.４ 龍作り５日目 うろこ付け・ぬり絵ちょうちん 

 いよいよ、龍作り最終日となりました。総勢 138 名が緑小体育館にあつまり、うろこ付けの

作業やぬり絵ちょうちんを作成しました。とても暑い中での作業でしたが、青龍が完成しました。 

全体の青龍の姿は当日までのお楽しみ！！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



●R 元.８.10 いよいよ青龍祭当日となりました。近年、雨予報などが多かった青龍祭ですが、

今年は朝から雲ひとつない晴天です。とても暑い中での会場準備となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

午後１時に龍の運び出し行われました。今年もなんとか無事に体育館から龍を運び出すことが

できました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

午後１時 40 分からは入魂式が執り行われました。入魂式の始まりと同時に天気がどんよりした

曇り空に変わりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



午後２時 30 分にパレードが開始されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

午後４時 10 分頃、本祭会場の運動公園に無事到着することができました。 

パレードの第 1休憩所では

士気を高めるため、青龍太

鼓の力強い演奏により出迎

え、見送りが行われます。 

パレードの第２休憩所では

『四季～Quattro～』より

ジェラートを提供していた

だきました。 



午後５時 30 分、実行委員会会長の開幕宣言を合図に本祭が開幕しました。開幕後はアトラクシ

ョンや青龍太鼓保存会による太鼓演奏で大いに盛り上がりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

青龍の渡御や昇龍の儀が行われ、いよいよクライマックスです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実行委員会副会長の閉幕宣言により、第 33 回青龍祭は終了いたしました。 

今年は 7 月が例年より寒い気温でカヤの成長も例年より遅く、カヤ刈り等 

の作業も延期となりましたが、実行委員の皆様をはじめ、地域の方々のご 

協力により、無事終了いたしました。ありがとうございました。当日、ご 

協賛をいただいた皆様もありがとうございました。 

今後も、「清川村 青龍祭」をどうぞよろしくお願いいたします。 


